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に

仲
正
昌
樹
「
何
の
た
め
の
「
自
由
」
か
」
は
、
連
載
「
現
代
自
由
学

講
義
」
（
『
一
冊
の
本
』
二

0
0
七
•
五
＼
―
1
00
九
•
五
）
の
単
行

本
化
『
な
ぜ
「
自
由
」
は
不
自
由
な
の
か
現
代
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
講
義
』

朝
日
新
聞
出
版
二
0
0
九
•
八
）
の
最
終
回
に
当
た
り
、
『
現
代
文
B

』

（
筑
摩
薯
房
―

1
0
―
四
・
-
）
の
評
論
教
材
と
な
っ
て
い
る
。

「
何
の
た
め
の
「
自
由
」
か
」
は
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
的
な
規
制

は
法
に
よ
る
規
制
と
は
異
な
り
、
人
間
の
自
由
意
志
を
必
要
と
し
な
い

が
、
も
し
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」
を
実
現
す
る
た
め
に
人
々
の
行

動
を
制
御
す
る
超
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
が
出
現
す
れ
ば
、
個
人
の
幸
福

を
実
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
と
さ
れ
た
自
由
を
判
断
す
る
基
準
•
境
界

線
も
変
容
し
う
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

指
導
書
に
よ
れ
ば
教
材
の
指
導
目
標
は
三
点
あ
る
と
さ
れ
る
。

①
変
化
す
る
社
会
に
お
い
て
「
幸
福
」
や
「
自
由
」
に
つ
い
て
考
察

さ
せ
る
②
キ
ー
ワ
ー
ド
や
そ
れ
と
対
比
さ
れ
る
語
句
と
の
関
係
を
整
理
さ

せ
、
論
の
展
開
を
把
握
さ
せ
る

特集

③
仮
説
の
た
て
方
や
意
図
を
学
ば
せ
る
。

そ
の
上
で
指
導
書
は
授
業
の
要
所
を
、
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
」
が

設
計
す
る
「
悪
い
こ
と
が
で
き
な
い
環
境
」
に
慣
れ
る
と
「
自
由
意
志
」

に
か
か
わ
ら
ず
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
」
「
幸
福
」
が
「
人
に

よ
っ
て
異
な
る
多
様
な
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
万
人
に
共
通
し
た
ひ

と
つ
の
理
想
的
な
も
の
な
の
か
」
「
筆
者
の
間
題
提
起
に
つ
い
て
考
え

(
2
)
 

さ
せ
た
い
」
と
す
る
。

問
題
提
起
に
対
し
て
様
々
な
立
場
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
指
導
書
の
読
解
・
記
述
が
、
教
材
の
論
述
と
い

か
に
交
錯
し
て
い
る
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
第
二
節
で

は
超
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
に
よ
る
自
由
概
念
の
変
容
の
問
題
に
つ
い

て
、
指
導
書
の
論
述
と
教
材
の
含
意
と
を
対
比
す
る
。
ま
た
、
教
材
化

さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記
述
が
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
第

三
節
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
単
行
本
版
の
自
由
観
か
ら
改
め
て
教
材
の
論
述

の
意
味
づ
け
を
試
み
る
。

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
封
じ
込
め
る
現
代
批
評
教
材

I

仲
正
昌
樹
「
何
の
た
め
の

「
自
由
」

か」
「
自
由
」
を
め
ぐ
る
問
い
の
意
味

西
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